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当社は、本日開催の取締役会において、平成25年９月30日をもって、当社の関連会社である株

式会社広島バイオメディカル（以下「㈱広島バイオメディカル」）を吸収合併することを決議い

たしましたので、お知らせいたします。併せて当合併に伴い同社に対する債権の一部を放棄する

ことを決議いたしました。債権放棄につきましては、今期特別損失として計上いたしますが、前

回発表時点(平成25年7月8日付)での業績予想には見込んでおり、これによる業績予想の修正はご

ざいません。 

なお、本合併においては合併後の当社の純資産の増加額が10％未満及び売上高の増加額が３％

未満であると見込まれるため、開示事項の一部を省略しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

当社は創業当初よりバイオテクノロジーへの参入を目指し、独自技術である鶏卵抗体技術の医薬

品分野への展開を行ってまいりました。平成 19年に、本事業の展開を加速すべく、ニワトリモノ

クローナル抗体作製の第一人者である広島大学 松田治男教授と共同し、「㈱広島バイオメディカ

ル」を設立いたしました。 

㈱広島バイオメディカルでは、広島大学で確立した鶏卵抗体のモノクローナル化・ヒト化技術を

用いて確立し、検査薬・診断薬、メディカルデバイス・抗体医薬など、医薬品分野への進出を視野

に入れ、基礎、応用研究を行ってまいりました。併せて、遺伝子改変ニワトリ技術の確立を広島大

学と共に進めてまいりました。 

この期間、同社では国内外の大手製薬メーカーから医薬品開発・診断薬目的のための各種抗体受

託作製を行い、ニワトリモノクロナール抗体の事業基盤を構築してまいりました。上記事業活動を

大手製薬メーカーと共同・提携して進めてきた結果、医薬品としての効果が期待される新たな候補

抗体（リード抗体）を作製する段階に至りました。 

そこで、当社と㈱広島バイオメディカルは候補抗体の事業化にあたり、研究開発の更なるスピー

ドアップ、両社の事業を集約化しシナジー効果を発揮する事が、最も重要な事項であると確認・合

意いたしました。  

今後は、上記の候補抗体の事業化を基に創薬事業への本格展開を行う為、当社を存続会社とし、

当社研究所に新たな研究室を設置して組織を強化する合併を決定いたしました。 
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２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

合 併 に 係 る 取 締 役 会 決 議 日 平成 25 年７月 31 日 

合 併 契 約 締 結 日 平成 25 年７月 31 日 

合 併 契 約 承 認 株 主 総 会 

（ ㈱ 広 島 バ イ オ メ デ ィ カ ル ） 
平成 25 年９月 27 日 

合 併 期 日 （ 効 力 発 生 日 ） 平成 25 年９月 30 日 

   （注）本合併は、当社においては会社法第796条第3項に基づく簡易合併であるため、 
合併契約承認株主総会を開催いたしません。  

 

（２）合併の方式 

 当社を存続会社とする吸収合併方式で、㈱広島バイオメディカルは解散いたします。 

 なお、㈱広島バイオメディカルは債務超過であり、合併に先立ち、当社が同社に対して保有す

る債権の一部を放棄し、債務超過状態を解消した後に合併いたします。    

当社では、新たな候補抗体の事業化にあたりましては、㈱広島バイオメディカルと合併するこ

とが最も重要であると判断し、当合併の方式を採用しております。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

    本合併による対価とし合併期日現在における㈱広島バイオメディカルの当社を除く株主に対

して、株式 1株につき 3,000 円の合併交付金の支払を行います。なお、本合併による新株式の交

付はありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

    ㈱広島バイオメディカルは新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

３．合併に係る割当ての内容の算定根拠等 

合併対価の算定にあたっては、㈱広島バイオメディカルが未上場であるため、純資産をベー
スにした算定結果及び本事業の成長性・将来性を勘案し、総合的に判断した結果、１株につき
金 3,000 円と決定いたしました。本合併においては２社間の規模、実質形態を考慮し、手続き
をスムーズに行うため、合併交付金の支払によることを決定いたしました。 

 

４．合併の当事会社の概要 

 
 

吸収合併存続会社 

（平成 24 年７月 31 日現在） 

吸収合併消滅会社 

（平成 25 年３月 31 日現在） 

（１） 名 称 株式会社ファーマフーズ 株式会社広島バイオメディカル  

（２） 所 在 地 
京都府京都市西京区御陵大原 

１番地４９ 
広島県東広島市鏡山 3丁目 10番 31号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 金 武祚 
代表取締役会長 松田 治男 

代表取締役社長 豊浦 雅義 

（４） 事 業 内 容 機能性食品素材の開発・販売 

ニワトリモノクローナル抗体およびト

ランスジェニックニワトリの利用技術

を用いた、試薬・医薬品の開発と販売 

（５） 資 本 金 1,563百万円 18 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 9年 9月 12 日 平成 19 年 4 月 19 日 

（７） 発 行 済 株 式 数 58,750 株 1,245 株 

（８） 決 算 期 7 月 31 日 3 月 31 日 

（９） 従 業 員 数 30 人 ７人 

（10） 主 要 取 引 先 

株式会社鈴木鶏卵ＧＰセンター 

大石化成株式会社 

Pharma Foods Korea Co.,Ltd 

株式会社ファーマフーズ 
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（11） 主 要 取 引 銀 行 京都銀行 中国銀行 

（12） 大株主及び持株比率 

金 武祚          

29.92％ 

株式会社ワイエムシィ 

6.54％ 

シービーエイチケイコリアセキュリ

ティーズデポジトリー        

3.92％ 

江崎グリコ株式会社         

3.11％     

バイオフロンティア投資組合   

2.12％ 

松田 治男          

44.98％ 

株式会社ファーマフーズ    

43.37％ 

豊浦 雅義                 

8.43％     

古澤 修一            

1.61％ 

堀内 浩幸                     

1.61％ 

（13） 当事会社間の関係  

 

 

 

資 本 関 係 
当社は、㈱広島バイオメディカルの株式 540 株(持株比率 43.37％)を保有してお
ります。 

 

 

 

人 的 関 係 
当社の代表取締役社長金 武祚が、㈱広島バイオメディカルの取締役副会長を兼
任しております。 

 

 

 

取 引 関 係 
当社は㈱広島バイオメディカルへ、鶏卵抗体のモノクロナール化・ヒト化技術並
びにトランスジェニック技術を応用した血液浄化療法等に関する研究委託・製造
委託を行っております。 

 

 

 

関 連 当 事 者 へ の 
該 当 状 況 

㈱広島バイオメディカルは当社の関連会社であり、関連当事者に該当します。 

（14） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

株式会社ファーマフーズ(単体) 株式会社広島バイオメディカル (単体) 
決算期 平成 22 年 

7 月期 

平成 23 年 

7 月期 

平成 24 年 

7 月期 

平成 23 年 

3 月期 

平成 24 年 

3 月期 

平成 25 年 

3 月期 

 純 資 産 2,311 2,294 2,375 13 △8 △9 

 総 資 産 2,461 2,413 2,794 37 44 27 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 39,353.02 39,046.91 40,427.65 37,247.56 △8,966.71 △7,575.61 

 売 上 高 959 1,006 1,225 41 61 65 

 営 業 利 益 △63 △44 70 0 △21 △10 

 経 常 利 益 18 32 122 4 △22 △9 

 当 期 純 利 益 15 △46 60 3 △22 △9 

 １株当たり当期純利益(円) 259.52 △793.23 1,021.86 3,025.43 △22,360.91 △7,651.15 

 １ 株 当 た り 配当金(円) ― ― ― ― ― ― 

（注）単位は百万円。ただし、特記しているものを除きます。 

 

５．合併後の状況 

 本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、資本金及び決算期に変更はありません。 

 

６．当社による債権放棄（特別損失）の内容 

 （１）債権の種類：関係会社社債（㈱広島バイオメディカルにおいては、社債として計上） 

 （２）債権の金額：30百万円 

（３）実施日  ：平成 25 年７月 31 日 
 

７．今後の見通し 

  本合併により、平成 25 年 7月期決算において、特別損失として債権放棄損 30百万円を計上い

たします。当該損失につきましては、既に平成 25年 7月 8 日付で公表の「業績予想の修正に関

するお知らせ」に見込んでおり、これによる当社の業績予想の修正はございません。 

 

以 上 - 3 -


